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              設備要求仕様書 (基本編)             Rev.0 

 
機械・装置の設備仕様書は、その性能・機能を定めた設備全体の要求仕様で安全要求仕様と共に規格
の適合性、リスクアセスメントを実施する際に必要な仕様書である。 
 
(1) 設備概要 (対象機械･装置の使用目的と用途)  
 
(2) 発注範囲と数量   
 
(3) 使用上の条件  

1) 対象設備の使用環境条件  
1. 設置環境  
・設置場所     □屋外  □屋内 照度： lx    床条件：  
・温度範囲       －   ℃ 
・湿度範囲      －   ％RH （Non-condensation） 
・爆発性雰囲気  □一般場所  □危険場所  
・腐食性ガス    □無         □有  
・粉じん：       □無         □有  
・振動       □無       □有  

 
2) 供給電源  
・公称電圧(V)     □交流 V 相数 相 周波数  Hz     □直流 V  
・電圧変動 給電点より装置側配分 ％   ※設備末端で＿%以内とすること。 
・接地方式        □TN－( )システム   □TTシステム   □ITシステム 
・UPS(無停電電源装置) □要( 時間 分)   □不要 
・高調波対策        □要      □不要  

 
3) 供給計装空気  
・供給有無   □無       □有(圧力 ＭPa 露点 －** ℃：大気圧換算)  
・排気       □排気ラインは集合して系外に出すこと   □対策不要  

 
4) 設置場所  
・制約条件    □有(内容：広さ、高さ等)(W)***m ×(L)***m ×(H)***m    □無  
・詳細図     □有(添付『 レイアウト計画図』による)  □無  
・操作盤：    □現場(操作対象機器、要求機能)      □遠隔管理室(操作対象機器、要求機能)  

 
5) 使用原材料の有害性    □無    □有  

 
(4) 運転  

1) 運転時間   □ Hr連続運転  □ Hr／日 間歇運転   □ 日／年  
2) 運転員     □社員 名 経験年数 年、技能資格：    □委託社員 名 経験年数 年、技能資格： □不特定  
3) 周辺の作業 □有    □無  
 

 
(5) 保守  

1) 設備管理者 □専任  □専任しない  
2) 保守要員   □無    □有 経験年数・技能資格：  

・自社でのメンテナンス内容  
・メ－カ－、又は他社に依頼するメンテ内容  
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3) トラブル時対応   □自社対応   □サービスコール契約  
4) 設備仕様(荷重・速度・サイクルタイム等)  

・機械の型式 
・機械の主な仕様    
・設備能力  
・製品の寸法  
・製品の重量  
・加工する対象物  
・使用するエネルギー  
・使用する道具・治具  
・運転方式(モード)  
・運転時間  
・設計寿命  
・原動機出力(kW)＊  
・機械の使用材料  
・機械の使用  作業者の作業位置  
・作業姿勢  
・調整、設定などの段取り作業  
・交換の必要な構成部品、および交換周期＊  
・条件：機械の清掃頻度と方法  
・清掃に使用する洗浄剤、殺菌剤、道具など  
・製品本体の破棄方法＊  
・機械の可動範囲等  

  ※複合設備(機械･装置)の場合は、構成する個別機械毎に下記シート設備仕様表)を作成する。  

(空間上の制限)  
・動作範囲  
・インタフェース  
・作業環境 

 
(6) オペレータ・インタフェース  

1)特別な色指定   □有(始動 色 停止 色 非常停止 色 リセット 色)   □無(指定がなければJISによる)  
2)弊社特有の標識  □有( )  □無(指定がなければJISによる)  
3)アラームシステム □重要度ランク分け必要 ( 段階)  
一括警報を外部に遠隔表示、但し、正常復帰前に別な警報が発生した場合は、一括警報を再発令すること。  

 
(7) 教育・トレーニング  

1)運転教育 □要( Hr／回 × * 回、場所： )  
2)保守教育 □要( Hr／回 × 回、場所： )  

 
(8) 保証  

1) 安全機能は、本設備が廃棄されるまで性能を維持できることを保証すること。  
2) 納入後、安全機能を維持するために必要な事項が生じた場合は、速やかに報告すること。 
 

－SOSTAP(安全要求仕様書)より引用－ 
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                             機械の電気装置（機器）に関する質問表 
 

   メ－カ－（製造者）は、ユ－ザ－（使用者）から対象の設備・装置の情報を入手して、リスクアセスメントを行うことが    
要求される。それによって、機械・装置の適切な設計、応用と現場における利用が確実に行えると同時にユ－ザ－と     

メ－カ－との間で基本的な条件、及び追加的なユ－ザ－の要求内容について間違いのない合意が可能となる。 
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                                                                   －IEC 60204-1(附属書B)より引用－ 

 

 


